令和５年度　第１回　高鷲地域協議会　要録
【日　時】令和5年4月24日（月）　19：00～21：30
【場　所】高鷲振興事務所　2階　集会室
【出席者】委　員：上野　聡、山畑　光知哲、上村　ひとみ、清水　聡、山川　弘保、
仲谷　志保、和田　哲哉、下牧　直哉、林　克憲、麦島　洋介、
上村　英二、福手　均、蓑島　俊輔、渡邉　慎、野田　育子
　　　　　オブザーバー：加藤　祥治

          事務局：島野高鷲振興事務所長、永瀬高鷲振興課長、森地域振興係長
　

【会議内容】
１．開会　１９時００分　
　
２．振興事務所長あいさつ　
　
３．自己紹介
４．連絡事項
　　令和５年度高鷲振興事務所組織図について
5．協議事項
（1）会長あいさつ
（2）令和5年度地域協議会　事業計画（案）・予算（案）について　　
事務局より、資料に沿って事業計画(案)と予算(案)の説明を行った。
委員⑤：自由度がない予算で、他の事業ができない予算になっていないか
　　　　事業計画が定まっていない中で、予算案を承認することができないのではないか

事務局：今後事業を進めていく中で、事業内容に合わせて対応することができる

（3）分科会ごとの協議　（7：55～）

会長：今年の事業内容等について分科会でご協議いただきたい。

将来（来期以降）に向けて話し合いもしていただく中で、今の現状（観光や人口減少など…）のデータがない中で話し合いをしても進まないので、データの収集・解析などもやっていきながら次へ繋げていきたい。どんなデータ収集を行うとよいかなども話し合っていただきたい。
来年３月でこのメンバーでは解散となるが、このメンバーの中で次期に取り組むべきことを検討する委員会（部会）を構成したいと考えているので、意見を出していただきたい。

（各分科会で今年度の事業について協議）
(4)全体会　（21：00～）
分科会で協議したことの報告
【福祉部会】
・バスの時刻表や乗り継ぎに関する検討・提案を継続して行う。
・食料品等宅配サービスについて、チラシや看板などで周知を行う。
・移動スーパーの可能性の検討、及び先進事例等の講習会開催を検討する。
・さんさんハウスへの協力支援の方法と内容を検討する。
【ＩＣＴ部会】
・郡上北高校生徒との連携。高校生がお年寄りや地域の人に教えてあげられるようなことを企画してもらい、さんさんハウスで講習会などを行う。
・ラインスタンプは役割が終わったため、今年度の実施は要検討とする。
・ほーかな！たかす広報については、内容の濃いものにしていくため、取材などを行い、タイムリーな情報を提供していく。
・新規で、体験コンテンツの作成を行いたい。狩猟をテーマとしてできたら良い。問題解決となるような情報発信で住民に知らせることができたら良いと思うので、コンテンツ作りを含めて検討する。
　委員②：他団体や関係者と連携できるかを考えていくとよいのではないか。
　委員⑩：既存の団体との橋渡しができたら良いと考えている。
　委員⑪：基礎データ、根拠が大事なので、どう根拠を得られるか検討していただきたい。
　委員⑤：罠をかけた後の見廻りが大変なので、そういった課題が改善できることにつなげてもらえたら大変ありがたい。

6.その他
会長：本日協議したことを必要に応じて分科会を開催して、事業を展開していっていただきたい。
　　　今後、５・７・１０・１・３月に地域協議会を行う事としたい。日程については、第何週の何曜日という形で決めてから委員へ通知する。
　　　分科会の開催について、それぞれの分科会長の裁量で実施していただき、全体会で報告していただくという形を取りたい。

　

6.閉　　会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21：30終了）

